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肺動脈lζ知覚が存在することは数多くの生理学的 
実験によって明にされている。例えば小屋(25)は肺臓
外肺動脈に侵害反射のある乙とを証明し， Schwiegk 
(39)は実験的にー側の肺動脈内圧を上昇せしめると
反射的に大循環系の血圧が下降し，内圧を下降せし
めると血圧が上昇することを認め， この現象を
L ungenen tlastungsreflexと称した。また Takino 
(51)も肺動脈幹内圧の上昇は血圧下降と徐脈を起す
ことを知り， これを Lungenarterienstammreflex 
と名付けた。 Heymanset al.(17)(18)も減圧神経の求
心性刺激は，大動脈弓ばかりでなく，肺動脈からも
発生することを認めている。 さらに最近では， Bi-
anconi & Green (2)はネコで肺動脈分岐部および右
肺動脈から massivebaroreceptor activityのお
こる ζとを生理学的に証明した。
肉眼解剖学的研究でも Kazem-Beck(22)，Perman 
〉，31くMizeresらはブタ，家ウサギ，ネコで，36)く 
Coleridge，Kidd & Sharp(7)らはイヌで，大動脈
弓に分布する減圧神経の枝が肺動脈にも拡散してい
る事実を明にした。 ・
さらに肺動脈を組織学的lとしらべ知覚神経の存在
を報告した研究も少くない。例えば Dogiel(10)， 
Larsell (27)(28)，Larsell &DOW(29)などは Methylen-
Knoche (7)， Kidd &Sharp，Coleridge，Yabuki(55)
& Schmitt(23)らは鍍銀法をもって肺動脈に知覚神
経が存在することを証明している。しかしこれらの
報告にみられる知覚神経終末は構造が一般に単純 
で，大動脈弓とか頚動脈洞にある baroreceptorの
複雑さには比すべくもない。ところが著者らは最近
イヌの肺動脈分岐部氏非常に多彩で，しかも豊富な 
知覚神経終末の染色に成功したのでこ乙に報告す
る。
材料と方法
研究に使用した材料は成熟した体重 10Kg内外の
イヌ 6例の肺動脈である。肺動脈分岐部を起点、とし
て， 肺動脈幹はその心臓側約 2cm， 左右の肺動脈
はそれぞれ約1.5cm宛採取した。乙の種研究は先
ずよい標本についてよい固定，染色を行うことが最
も大切である。イヌ 2例については潟血死直後採取
した肺動脈片を Richardson氏ホルマリン液に入 
れて固定したが， 4例については同液の濯流固定を
行った。すなわち動物を Nembutalで麻酔。経気
管で人工呼吸を行いつつ開胸し，大動脈起始部より
濯流した。暖めた Ringer液で血液を流出せしめた ι
後， Richardson氏固定液を注入し，約 2時間後に 
所要の標本を採取して同固定液のなかに入れ貯蔵し
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Tこ。さらに上述のようにして直接固定あるいは潅流 いろな経過の後外膜の深層あるいは中膜に進入して
固定した標本は約1ヶ月後凍結切片 (30"，，40μ の横 終末する。またなかには数本の線維からなる線維束
断あるいは縦断切片)として再び Richardson氏 として外膜の深層を輪状に走って次々に中膜に向つ
固定液に入れ， 2"，，3ヶ月保存し固定の成熟するの て個々の線維を分けるものもある。
を待った。その後でホルマリン・アルコール液(無 肺動脈の分岐部およびそれにつづく左右肺動脈の
水アルコール 4， 20%ホルマリン 1の割合〉に入 始部の血管壁にはいろいろな形態構造をもった神経
れ， 370Cのフ卵器内で 1"，，2時間前処置してから瀬 終末があるが，今回はそのうち遊離性終末を知覚性
戸氏鍍銀法に従って染色，鏡検した。 と見倣し，それだけについて述べ，自律神経性終末
は除外した。以下肺動脈において観察した遊離性知
所 見
覚神経終末について述べる。 
肺動脈分岐部の背側から上側にわたる聞の外膜に I. 樹枝状終末 arborescentendings 
接して上皮様細胞の大小の集団がある。細胞形質は 非常に太い有髄神経線維に由来する複雑な形式の
よく鍍銀きれないので細胞の輪廓とか形は明でない 終末で，名前の通り樹枝状を呈するが，乙れはさら
が，核は円形，楕円形あるいは鈍円多角形で，大き に終末枝の拡がり方に従って限局性と拡散性の 2亜
さは概ね Schwann核と同大である。核小体は明瞭 型に区分することができる。
で1個のものが多いが，なかには 2個の場合もあり， 限局性樹枝状終末 circumscribed arborescent 
染色質が少いため核は比較的明るい。これらの細胞 endings (図 1，2) 
集塊は脂肪を多量に含む結合組織のなかに埋もれて 終末枝が限られた狭い局部内で終末する形式のも
いるが，まわりの結合組織の配列は不規則で被膜と のである。肺動脈分岐の後上壁にある神経叢から分
してまとまってはいない。なお多くの場合細胞集 れた非常に太い有髄神経線維は外膜の深層をコイル
塊の中心に内皮細胞で縁どられた小管腔がある。乙 状あるいは不規則な螺施状に迂曲走行して右および
のような構造から該細胞集団が肺動脈小体 Glomus 左の肺動脈始部に入り，間もなく外膜と中膜との境 
pulmonale であることは明である。またその近く 界層あるいは中膜の浅層で髄鞘を脱する。かくして
には肺動脈小体に入る細動脈が多数存在するが，そ 無髄となった神経線維は次々に 2叉状あるいは 3叉
の管壁は数層に並ぶ比較的小形の多角形上皮様細胞 状に分岐して終末枝となる。分岐点聞の距離が非常
によって非常に肥厚し，且つ強く迂曲するのが特徴 に短かいので，一見するとすべての終末枝が同時に
的である。さらに注意すべきは肺動脈小体およびそ 1点で分岐するかの如く見える。母幹線維から分か
れに出入する動静脈のまわりに大小の神経線維束の れた終末枝は再び分岐する乙となくそのまま終るも
交錯吻合によって強力な神経叢が形成されている乙 のもあるが，なかには最後の終末に達するまでにさ
とである。 らに 2 3回の分岐をくり返すものもある。終末枝"，， 
標本は鍍銀法によったものであるため，髄鞘は染 は一般に短く，複雑なコイル状，螺旋状，係蹄状の
まっていない。しかし髄鞘は明い無構造の膜とし 曲析を画き，終末端の形も多種多様で混棒状，粒滴
て，濃紫色に染まった軸索のまわりをとりかこみ， 状，環状，球状のほか，神経原線維の拡散による膨
他の組織より強く光って見えるので，髄鞘の有無を 大のため板状ないし葉状を呈するものもある。また
識別することはできる。神経叢を構成する神経線維 この原線維性膨大は終末端に限らず，それに至るま
は無髄性，有髄性ともにあるが前者が量的にやや優 での経過の途中にも形成されている。このような多
勢で，線維自身非常に細く，輪廓も滑かで，割合l乙 数の終末枝が既に述べた如く，限局した狭い範囲内
規則正しい波状走行を示している。次に有髄神経線 で互に交錯しているのでこの種終末の形態構造はー
維は中等大のものが最も多いが，直径 5μ以上(髄 見非常に複雑である。なお神経終末枝は結合組織，
鞘を含めて〉の太いものも可なりの量含まれてい 弾性線維および小量の平滑筋線維とからみあって小
る。そして神経線維が太くなるほど迂曲の状態が不 体様の塊りをなしている。そして終末塊のまわり
規則になり，また走行の途中における軸索の太さの は弾性線維を混じた結合組織で包まれているが，そ
変化が著明となり，輪廓が角ばった凹凸を示すよう の配列構造は不規則で特に被膜といえるほどのもの
になる。乙のような神経線維束は肺動脈分岐部の外 ではなく，またこれらの組織成分は内部に進入して
膜に入ると次第に個々の神経線維に分散し長短いろ 既に述べたように神経終末枝とからみあっている。
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この小体様終末塊は全体として紡錘形を呈し，その
長軸は血管壁の輪走平滑筋の走向と一致していた。
なお試みに本終末塊の 1つについてその大さを計測
したところ長さ 215μ，幅 65μ という成績を得た。
計測しなかった他の終末も一見したところほぼこれ
と大差ないようである。
なお特記すべきは乙のような紡錘形の神経終末塊
の内部で，神経終末枝の近くに多数の細胞核が存在
することである。細胞形質は鍍銀性に乏しいため，
細胞体の形は不明であるが，核は円形ないし楕円形
で Schwann核よりやや大きく，内l乙明瞭な核小体
を有し，染色質は乙まかく且つ少いため核は一般に
明るい。著者らはとれを瀬戸山〉に従って単に特殊
核と呼ぶことにした。
限局性樹枝状終末の形態構造は概ね上述の通りで
あるが，それが左右肺動脈の始部で，しかも肺動脈
分岐からほぼ同じ距離のと乙ろに 2--3個宛対をな
して存在するのは興味ある所見である。
拡散性樹枝状終末 di妊used arboresceIit en・ 
dings (図 3) 
1本の神経線維から分れた終末枝が広い範聞に拡
散する終末の形式である。非常に太い有髄神経線維
が中膜に入って髄鞘を失い，無髄性となり，次々に
2叉状Jと分岐終末する。乙のようにして分かれた終
末枝は中膜の平滑筋線維束聞を埋めている結合組織
のなかを縫うように迂曲した後，尖鋭状，小結節状
あるいは栂棒状をなして終る。終末枝の長さは長短
いろいろで，幹線維の近くで終る短かいものもある
が，数百 μの遠くにまで達して終末するものもあ
る。従って長いものは数個の切片に亘って蛇行して
いるので，終末端だけを含む切片だけでみると，一
見後で述べる非分岐性終末のように見える。このよ
うな場合単に 1枚だけの切片でなく，数枚の切片に
ついて神経を追及して立体的に観察しないと終末型
の診断を誤るので注意を要する。なお本型において
も終末枝は走行の途中ところどとろで膨大している
が，限局性樹枝状終末におけるように膨大部の網様
構造(原線維性拡散〉が明瞭でなく，膨大の程度も
それほど著明ではない。なお本型でも終末枝に治つ
て多量の特殊核が認められた。
肺動脈分岐部の内壁には管腔に向って突出する 1
条の提状隆起があり，乙れは気管分岐部の内壁にあ
る気管隆起 Carinatracheae !乙相当する。乙の隆
起は肺動脈分岐の後壁において最も高いが，そこか
ら分岐部の上壁を通り前壁にまで及んでいる。乙の
隆起では中膜における平滑筋の配列が疎で，従って
筋束聞に多量の結合組織が存在するが， この結合組
織のなかに問題の拡散性樹枝状終末が埋もれている
のである。従って神経終末と筋組織とは互に直接々
触することはなく，両者の聞に結合組織が介在して
いる。この点は単に拡散性樹枝状終末ばかりでな
く，既述した限局性樹枝状終末およびこれから述べ
る糸球状終末，非分岐性，単純性分岐性終末も同じ
である。 
1. 糸球状終末 glomerularendings (図 4-8)
中等大の有髄神経線維に由来するものと，太い有
髄線維に由来するものとがある。前者は大小の変化
の少い，比較的滑かな輪廓をもった線維で，髄鞘を
脱してしばらくすると急に迂曲の度を増し，上下，
左右，前後あらゆる方向に，往きつ戻りつの複雑な
曲折を画き特有な糸球状の終末を形成するものであ
る。なお本糸球体は単に 1本の神経線維の迂曲によ
って形成されているものもあるが，多くの場合 1本
の幹線維が 2--3本の終末枝に分かれ， とれらがそ
れぞれ曲折して 1つの糸球体を形成している。また 
1本の幹線維から 2本の終末枝が分かれ，それぞれ 
1個，合計2個の糸球体を作る乙ともあり，さらに 
2本の幹線維が共同して 1個の糸球体を作るなどい 
ろいろである。なお終末枝は最後の未端に至るまで
)，5大して太さの変化を示きないものもあるが(図 
またと ζろどとろ原線維性拡散陀よる膨大を形成す
るものもある〈図 4)。ζのような糸球状終末は肺
動脈分岐部に最も多いが，左右肺動脈の始部にも散
見され，おもに中膜の外2/3の層における筋線維束
間の結合組織内に存在する。
肺動脈に存在する知覚神経終末のなかで最も多い
のはとの糸球状終末である。試みに 1例について肺
動脈分岐部の中膜の切片 1mm角のなかにある本
終末の量をしらべたととろ 21という値を得た。 こ
のととから考えても肺動脈分岐部の知覚性の高いこ
とを窺い知ることができる。
糸球状終末のまわりには可なり多量の結合組織が
あるが，配列が不規則なため被膜と称するには当ら
ない。また本型の終末には特殊核はほとんど認めら
れない。
次に糸球状終末には太い有髄線維に属するものも
あるが，それらはほとんど肺動脈分岐部隆起の中膜.
内に限局し，上述した中等大神経線維;乙よって作ら
れる多数の糸球状終末の間に混じて散在している
く図 6，7)。本型での神経線維は髄鞘を脱した後 2 
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"，， 3本の終末枝に分かれ，それぞれ大小の変化を示 細網構造を示す膨大を形成している。幹線維の細き
しながら強く迂曲して糸球状の終末を作る。乙の終 と，膨大の大さとの差が極端に大きいのが特徴であ
末枝においても膨大，縮小など著明である。なお終 る。この種終末も肺動脈分岐部と左右肺動脈始部の
末枝には特殊核はなく，まわりに結合組織の被膜も 中膜の浅層にあって，特殊核を欠いている。
認められない。 その他肺動脈分岐部の中膜には非常に細い神経原
最後に附記すべきことは糸球体は必ずしも神経の 線維の吻合による神経網工がある〈図 13)。 これは
未端に限って形成されるものではなく，最後の終末 顕微鏡下で 1000倍以上の拡大でなければ見えない
に達する迄の途中にも存在することである(図 8)。 繊細なもので所謂 TerminalreticulumK類似して
すなわち髄鞘を脱した線維がある点に達すると急に いる。しかし神経線維がところどころ球形あるいは
コイル状，係蹄状に迂曲巻き込んで神経線維の糸球 紡錘形に膨大したり，網工から分れた細線維の末端
体を形成する。ところがとの糸球体から再び 1本の が粒滴状あるいは椙棒状l乙膨れて，遊離性に終末す
神経線維が出て，蛇行しながらかなり遠くまで走つ る状態は知覚性のようにも考えられる。なお神経網 
Tこ後，最後の糸球状終末を形成して終るのである。 に接して円形，卵円形，鈍円多角形の比較的大きな 
ζの種の途中で糸球体を形成するものは中等大の神 核が多数存在し，染色質も少く明調で既に述べた特
経線維に多い。 殊核に類するものである。この神経網が果して自律 
III. 単純性分岐性および非分岐性終末 simple 性か，あるいは知覚性かは形態の上からだけで決め 
branched and unbranched endings (図9-12) る乙とはできないので， ここには単にその存在を報
非分岐性終末はおもに中等大あるいは細い有髄線 告するだけにし度い。
維の終末形式である。中膜に進入した神経線維は波 考
案状あるいは螺施状~r.，比較的規則的にうねりなが
ら，中膜の弾性線維の聞にある平滑筋層のなかをそ Takino(51)はトリ類，仔ウジ，モルモットなどの肺
れと平行に走った後，簡単に尖鋭状をなして終末す 外肺動脈の中膜にいろいろな種類の神経終末を証明
る。走行途中における線維の太さの変化は余り著明 し，そのうち係蹄状，糸球状の終末を複雑型と称し
でなく(図 9，10)，近くに特殊核も証明きれない。 知覚性であると述べた。その形態について詳細な説
乙の種の神経終末も多くは肺動脈分岐部およびそれ 明はないが図から判断すると著者らがイヌK認めだ
に続く左右肺動脈の始部記認められる。 1つの切片 ものよりはるかに単純な終末のようである。また渡
標本でこのような神経線維が中膜のなかを蛇行しな 辺(54)は Cajal鍍銀法を用いて醤歯類，食肉類(イ
がら 3""4列にならんで走つている乙とがしばしば 人ネコ)，有蹄類(ブタ〉およびヒト胎児の肺動
である。また既に述べた他種の神経終末は血管壁の 脈をしらべ，知覚神経終末は肺動脈分岐部附近に最
一部に限局しているが，この種のものは血管のノ全周 も多く，樹枝状，糸球状あるいは桓棒状を呈してい
壁に見られる。すなわち血管の全周がζの神経線維 ることを報告したが，これらの終末の構造も比較的
で取り巻かれているのである。 単純である。瀬戸(41)(42)は Yabuki(5)がヒト胎児に
次に単純性分岐性終末も中等大か細い有髄線維に ついて行った観察所見を基として次のように述べて
属するものが多いが， 1部太い線維に由来するもの いる。すなわち 4ヶ月胎児では肺動脈の中膜に著明
もあるく図11)。 末端は 2 3本の終末枝氏分れ， な太さの変化を示す特有な神経線維からなる不規則"，， 
それぞれ不規則な波状走行をした後尖鋭状に終末 な分岐性終末が存在するが，胎生 6 8ヶ月になる"，， 
する。終末枝の迂曲の状態は上述した非分岐性終末 とこの終末は除々に退化し， 8ヶ月では筋層内の終
の線維に比べて鋭角的で，振幅も大きしまた走る 末は殆んど消退して僅に中膜に外接する外膜内に極
方向も中膜の筋線維と平行せず，筋線維束間の結合 めて単純な分岐性終末がみられるに過ぎない。この
組織内をいろいろな方向に走っている。 ようにして胎生時には中膜，内膜にあった大動脈神
なお単純性分岐性終末の特殊型として図 12!乙示 経由来の特殊知覚終末(血圧下降反射に関する第 1
したようなものがある。左右肺動脈始部の中膜内に 型および第2型終末〉は生後消失して，、専ら大動脈
ときどき見られる型で，非常に細い神経線維が 2 弓に限局するに至るという。すなわち生後，複雑な"，
3本の終末枝に分かれるが，終末枝の未端およびそ 形の知覚終末は肺動脈から消退するというのであ
れに至る途中で原線維性拡散を行い，非常に大きな る。しかし Knoche& Blumcke(加は胎児および
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成人の肺動脈に比較的複雑な樹枝状終末を証明し，
ζの種のものは胎児，初生児は勿論，高年者の肺動
脈にも存在すると述べている。また Knoche& 
Schmitt (23)は最近ヒト(胎生5ヶ月児から 58才ま
で)，ネコ， イヌ， ウサギ等の肺動脈を検して，中
膜のなかに ring-， りsenartigen und fibrillar 
di妊erenziertenkol benfりrmigenEndigungenを
証明し， ζれらは Sunder-Plassmannおよび de 
Castro が頚動脈洞に認めた受容器に似ていると報
告した。また今回著者らも成熟したイヌの肺動脈に
単純なものから複雑なものに至る多彩な神経終末を
認めたのである。これら新しい最近の研究報告から
みると，肺動脈の神経が胎生時よく発達しているが
生後消退するという見解は再考の余地があるように
思う。神経が生後消退するように見えるのは，胎児
で、は器官が小さいので神経の密度も大であるが，生
後成長に伴い器官が増大するため神経終末も疎開
し，それをとらえることがむつかしくなるためでは
あるまいか。
著者らは今回イヌの肺動脈分岐部および左右肺動
脈始部における外膜の深層から中膜の浅層に豊富な
神経終末を証明し， これらの終末を形態学的に限局
性，拡散性樹枝状終末，糸球状終末，単純性分岐性
終末および非分岐性終末に区分した。そしてこのよ
うな神経終末はすべて知覚性と見倣したが，その理
由について少し説明の必要があろう。
神経終末を組織学的にしらべるに当って当面する
問題は，自律神経と知覚神経とを形態学的に如何に
区別するかということである。これは昔から多くの
神経学者によって盛んに検討されながらも未解決の
まま取残された困難な問題である。ところが1932年 
S凶 hr(仰が胃腸管壁に極めて繊細な神経原線維より
なる網工を発見しこれを植物性終網 vegetatives 
Terminalreticulum と称した。爾来乙の種神経構
造が多くの研究家によって内分泌器，循環器，消化
器，呼吸器などあらゆる器官に証明されるに至り，
所謂植物性終網が交感および副交感両神経の共通の
終末装置であるという意見が有力となった。瀬戸は
この説の最も有力な支持者の 1人であるが，氏は植
物性終網をもって終末するものは自律神経であり，
遊離性に終末するものは体制運動神経か知覚神経で
あるとの見解に立ち，多数の門下生と共に人体のあ
らゆる組織の神経について努力的研究を重ね，それ
によって得た業績を集約して“人の知覚"(41)なる成
書を公にした。著者らもこの先人の見解に従って肺
動脈l乙分布して遊離性に終末するものを知覚性と見 
倣した次第である。またこれらの遊離性終末を作る
神経線維は一般に比較的太い有髄神経線維で，これ
はその軸索の示す太さの変化，凹凸に富む輪廓の形
などと共に知覚性神経線維の特徴ともいうべきで，
この所見は自律神経線維との鑑別に有力な補助的根
拠となるものである。しかしこれにも例外はある。
例えば糸球状終末とか非分岐性終末は明に遊離性終
末であるが，それを作るいろいろな太さの神経線維
のうち比較的細い神経線維(中等大含む〉は余り太
きの変化を示さず，輪廓も滑かで自律神経線維に似
ている。従って神経線維の太さとか形は知覚神経と
自律神経とを区別する特徴として絶対的なものでは
ないが，有力な手がかりとなるものである。
それではここで姉動脈に存在する知覚神経の生理
作用について考えてみたいと思う。既に述べたよう
に Schwiegk伽〉は肺動脈の内圧の上昇が大循環系の
血圧下降を招く乙とを証明し， Takino(52)，渡辺(54)
両氏も肺動脈主幹部を感応電気または機械的に刺激
すると血圧が顕著に下降するのを見た。 Coleridge 
& Kidd(6)および Coleridge，Kidd & Sharpく7)は
イヌの肺動脈を組織学的にしらべ知覚神経終末を認
めたばかりでなく，電気生理学的な刺激実験を行っ
て pulmonarybaroreceptorの寄在を確認した。 
Bianconi & Green (2)もネコを用いて同じ生理学
的実験に成功している。さらに最近 Knoche & 
Schmitt(23)はヒト，狸々，ネコ，ウシ，イヌ，ウサ
ギの肺動脈分岐部の後側に chemoreceptor と見
倣される Glomus Pulmonale があるが，これに
入る動脈に多数の pressoreceptorsがあることを
形態学的に証明した。 Tこだここで注意すべきはこれ
らの化学および圧受容器は肺動脈自身の血圧調節装
置ではなく，冠状動脈系の調節器官であると述べて 
いることである。いづれにしても以上述べたことか
ら肺動脈に血圧調節作用のあることは明で，従って
そこにある知覚神経がそれに関係するものであるこ
とは想像に難くない。しかしそこにあるすべての知
覚神経終末がひとしく圧受容器であるかどうかにっ
いては一考の余地があろう。
血圧反射領として最も代表的なところは大動脈神
経 (depressornerve)の分布する大動脈弓と洞神
経(頚動脈洞枝〉の分布する頚動脈洞である ζとは
周知の通りである。 deCastro(5)は頚動脈洞の外膜
深層にある知覚神経終末を 2種類に区分し，細い有
髄線維に由来して，広範聞に拡散しながら small 
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ringsまたは independentterminal netをもつ の終末は専ら血管の外膜に存在し，中膜にはみられ
て終るものを type1付近useendings)とし，他 ないというが，著者らのイヌの肺動脈では外膜の深
方太い有髄線維に由来して，末端で menisdを形 層ばかりでなく，中膜の浅層にも発達していた。乙
成しながら， 狭い範囲に限局して終るものを type のことは神経受容器の作用機転を考える上に重要な 
2 (circumscribed endings)と称し，ともに圧受容 所見であると思う。なおこれらの限局性，および拡
器であるとした。しかしその後 Sunder-Plassmann 散性樹枝状終末はその形が甚だ特異で，規模も大き
く仰は同じく頚動脈洞を検して， de Castroの第2 いため非常に自にとまり易く弱拡大の顕微鏡で容易
型が量的に最も多く，他の血管には見られない特有 につかむことができる。しかし量的には両者とも
な形をしているとの理由で，それが血圧調節反射の 1個体に数個を算える程度で決して多い存在ではな
主役を演ずるものと考えてそれを第 1型とし， de い。 
Castroの第 1型を第 2型に改めた。 Seto(42)はヒ 肺動脈lζ最も多いのは糸球状終末で，それについ
トの大動脈弓を詳細にしらべたが，氏は Sunder- で多いのは単純性分岐性および非分岐性終末であ
Plassmannの分類に従った。 しかし終末の分布状 る。前者は肺動脈分岐部の管腔に向って突出する隆
態について Sunder-Plassmannの所説は必ずしも 起に集積しているが，後者は該分岐部ばかりでなく，
正しいとはいえない，何故なら第 1型のものが屡々 それにつづく左右肺動脈の始部の全周壁に発達して
広範囲K拡散したり，第 2型のものが狭く限局して いる。ととでとれらの比較的単純な構造をもった神
終る乙とも少くないからであると述べている。 経終末の機能について少しく考えてみよう。
きて著者らが左右の肺動脈始部に認めた限局性樹 Ortner (34)は下腿の動脈lと指圧を加えると徐脈が
枝状終末はそれが非常に太い有髄神経線維に由来す 起るととから，この種の反射は頚動脈洞に限らず他
ること，多数の終末枝が末端およびそれに至るまで の動脈にもあるとの理由で，従来の Carotisdruck-
の途中に原線維性拡散による著明な葉状ないし板状 versuch は Arteriendruckversuch と改たむべ
の膨大を示し，終末枝に沿って多数の特殊核がある きであると述べた。また Scakareff & Zawodsky 
乙と，さらに終末枝群が狭い限局した範囲にかたま (40)はイヌ 63例について大腿動脈を圧迫したところ
こ。Sunder-って終るととなどから考えて，それは 59例で血圧が下降するという成績を得T さらに 
Plassmannおよび Setoなどの第 1型終末広属す Sunder-Plassmann (49) もヒトで大腿動脈の刺激が
るものと思う。しかし乙れらの著者の記載している 著明な血圧下降を招来する事実を確めたし， Dan-
ものよりはるかに狭い紡錘形の小域に終末し，終末 ielopolu(8)(9)は顔面動脈分岐部の外頚動脈にも血圧
枝の配列がさらに濃縮しているため一見筋紡錘に似 反射の起点があると報告している。またとのような
ている ζ とに注意すべきで，第 1型の変型として取 血圧反射は動脈ばかりでなく静脈にもあるようであ
扱った方がよいと思う。 る。例えば Gheorghiuet al.(15)は下大静脈に，
はと大静脈にあることを報告し，(37)1.Sager et a次に著者らの拡散性樹枝状終末は，終末枝が広い 
範囲に拡散するとと，途中および末端での原線維性 また最近 Gheorghiu et alけの.は外頚静脈を電気
拡散による膨大が著明でないこと， さらに近くに 的あるいは機械的に刺激すると血圧が下降する現象
多量の特殊核を有することなどの理由で，それが のあることを確認した。以上のことからも動脈に限 
Sunder-Plassmann，Setoの第 2型に属すること らず静脈も含めて血管のいろいろな部分K血圧調節
は明である。しかし Setoのいうように終末領域に 反射の起点が存在するととは明である。それではこ
小血管が豊富に存在するという所見は得られなかっ れらの血管にどのような知覚神経が配置されている
た。 であろうか。ー
以上述べた 2種類の神経終末は細部に関しては多 Thoma(叩はヒトの後腔骨動脈に層板小体(ファ
少問題はあるにしても，頚動脈洞および大動脈弓に ーテ jレ・パチニ〉を証明し， また Krause(26)は大
あって従来多くの先入学者によって血圧下降反射に 腿動脈に， Dowgjallo(11)はネコの腸間膜動脈K，
関する圧受容器とみなされている知覚神経終末の第 三井(30)は腹大動脈，総腸骨動脈，大腿動脈K同じ 
1型，第 2型と同種か，あるいはその変型に属する ような神経終末を認めた。さらに Hirsch(20)(21)は
ことについては疑問の余地はない。と乙ろで de ヒトの大腿動脈K，Stohr(45)は脳柔膜の動脈に糸球 
Castro<ベ Sunder-Plassmann (48)によるとこれら 状終末が存在すると報告した。 Seto(41)(仙およびそ
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の門下(高島，坂口，畠山ら〉の研究によると腹大 によって血圧を感受し調節反射を起こすきっかけを
動脈(ヒトの 10ヶ月胎児)，小腸間膜，卵管間膜お 作るが，何かの病的原因で中膜平滑筋の軍縮が起乙
よび卵管内の動脈に単純性分岐性，非分岐性終末が ると痛覚となるということもあり得ると思う。 ψ
あり，また脳柔膜およびその中を走る小血管壁に糸 次に限局性および拡散性樹枝状終末には多数の特
球状終末があるとし、ぅ。 さらに瀬戸(4-1)は動静脈吻 殊核が存在するが， これは瀬戸(41)によれば Sch-
合には知覚神経が豊富で，特に手掌や足底にみられ wann細胞に由来するもので内分泌作用をもってい
る Hoyer-Grosser氏器官には多数の分岐性終末が るらしいという。また Sunder-Plassmannによれ
あると述べ， 佐藤(38) もまた動静脈吻合の一種で、あ ば結合織細胞に属するとしている。またこれと似た
る尾動脈小体の血管壁に多くの単純性分岐性および 細胞核が自律神経にも報告され， • Cajal は〆neu圃
非分岐性終末を証明した。 ronessympathigues interstitielesとし， Boeke 
以上紹介したように頚動脈洞，大動脈弓あるいは ωは intercalareZellenと呼び，鈴木(50)は伝達細
右鎖骨下動脈始部などの特別な部分を除く他の一般 胞と称したが，とれらの細胞も恐らく上述した知覚
の血管にみられる知覚神経終末は非分岐性終末の如 神経終末にある特殊核と 1つの系統に属するもので
き単純なものから，糸球状終末の如くややz複雑なも はなかろうか。そして神経の興奮伝導に関係をもつ
のまでいろいろでその形態構造は一定していない。 もののようである。しかし著者らはそれについて論
しかも既に述べたようにこれら血管のある部分には ずるだけの根拠資料を持たないので，ただ肺動脈の
血圧調節反射の起点がある。だとすればそこにある 複雑な知覚神経終末Iこも特殊核が存在するという所
いろいろな形の知覚終末は baroreceptor と考え 見を報告するだけに止める。
て差支えないと思う。従って著者らが肺動脈に証
明した糸球状，ノ単純性分岐性，非分岐性終末もやは 結 語
り baroreceptor であるにちがし、ない。しかしこ 成熟したイヌ 6例の肺動脈について Richardson
れらの終末が複雑な構造をもった限局性および拡散 氏液固定，瀬戸氏鍍銀を行って，知覚神経の分布と
性樹枝状終末と同じ程度に圧受容の役目を果してい 神経終末の形態構造をしらべ次の結果を得た。
るかどうかは問題であって，終末の種類のちがいに 肺動脈分岐部とそれに続く左右肺動脈の始部には
よって圧感受性に可なりの差があるだろうことは想 知覚神経終末が発達し，主に外膜と中膜の境界層と
像に難くない。また神経終末のうち 1部のものは他 中膜の浅層に局在していた。
の機能例えば痛覚にも関係しているかも知れない。 血圧調節反射に関係すると考えられる知覚神経終
きちにあるものは圧受容器であると同時に痛覚をも 末は形態学的に樹枝状終末，糸球状終末，単純性分
支配するのではないかという考えも成立つ。 Ortner 岐性および非分岐性終末の 4種型に区分された。 
(34)は下腿動脈を強く圧迫しでも痛覚は起きないと 樹枝状終末はさらにその終末枝の拡がり方に従つ
いうが， Hirsch(削(20)(21)が大腿の動脈に痛覚の存 て限局性樹枝状終末と拡散性樹枝状終末の 2亜型に
在を主張しているのを始めとし， Zak(5.6) Eppinger 分けられるが，両者とも非常に太い，しかも迂曲す 
(12)，Fr討llich & Meyer(l4)， Odelma t(3)など病 る経過の途中で著明な凸凹を示す神経線維によって
的な場合の血管痛の存在を支持する研究家は多い。 形成されていた。それらは頚動脈洞および大動脈弓
このような痛覚神経線維がどこから来るか，その由 に存在する典型的な baroreceptors とよく似てい
来(交感神経か，迷走神経か，脊髄神経後根かなど〉 るが，形態構造はそれより L'くらか単純であった。
とか，痛覚発現の機序に関してはなお多くの疑問は 拡散性樹枝状終末は肺動脈分岐部の後上壁に限局す
あるにしても，病的な場合の血管痛は信じてもよ るのに対し，限局性樹校状終末は左右肺動脈の始部
いと思う。特に小屋〈加は肺動脈に侵害反射が存在 後壁によく発達していた。これら 2種の樹枝状終末
することを生理学的に証明している。 また瀬戸(4，1)¥の特徴は本態不明の特殊核を多量に含む乙とで，本
は血管壁の知覚終末は正常時には血圧調節に役立つ 核は他種の神経終末には殆んど欠如していた。
が，病的刺激に対しては疹痛を意識させると思うと 糸球状終末は簡単な構造をもったものから複雑な
述べている。肺動脈にみられる諸種の知覚神経終末一 ものまでいろいろな段階があるが，肺動脈にある知
のうちあるものはとのように圧受容と病的痛覚の両 覚神経終末のなかで量的に最も多い型である。中等
作用を有するのではあるまいか。常時は中膜の伸脹 大および太い神経線維に属し，主に肺動脈分岐部の
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後上壁lζ集積していたが， 1部は左右肺動脈の始部 
kも散見された。 
単純性分岐性および非分岐性終末は主に小径乃至 
中等大神経線維に属するが，太い線維に属するもの 
も少数あった。中膜の筋層内を輪状に走って，肺動 
脈分岐部およびそれに続く左右肺動脈の始部の全周 
壁を殆んど完全に取り巻いていた。 
(本研究の 1部は昭和 39年度文部省科学研究費に 
ょった) 
追記 本論文を脱稿した直後 Verity，Hughes 
& Bevanが Amer.J: Anat. Vol.116，No. 1， 
75-89，1965に“Innervationof the pulmonary 
artery bifurcation of the cat"を発表した。 ζこ 
l乙追記して敬意、を表す。 
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図 1

図 2

右肺動脈始部の外膜と中膜の境界層に 

みられた限局性樹枝状終末. 図1を立体的lとスケッチしたもの. 

瀬戸氏鍍銀. X450 
図 3

肺動脈分岐部の中膜浅層における 

拡散性樹枝状終末.同染色. X450 

一316- 福山・伊藤・野崎・金沢論文附図 (II) 第 14巻
図 4 図 5
肺動脈分岐部の外膜深層 iとみら 左肺動脈始部の中膜浅層にみら
れた糸球状終末.同染色. X450 れた糸球状終末.同染色. X450 
図 6 図. 7 
肺動脈分岐部の中膜浅層にみら 図6のスケッチ
れた糸球状終末.同染色. X450 
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図 8 図 9
走行途中における糸球形成.外膜 中膜内を波状走行する小径線維
と中膜の境界層.同染色. x450 の非分岐性終末.同染色.  x450 
図 10
中膜内を波状走行する中径線維の非分岐性終末.同染色.  x450 
図 11
肺動脈分岐部の中膜内に終る大径線維の単純性分岐性終末.同染色.  X450 
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、 肺動脈分岐部の中膜における
極細線維の網工.
近くに特殊核多し.
同染色. x1000 
